
先ほどの、生徒会役員による学校紹介で、生徒の目から見た学校の様子がう
かがえたと思います。
次に、現在の練馬中学校の様子をお伝えします。

現3年生は、コロナ禍での入学となり、６月に入学したあと、今までの学校
生活の中で行われてきた行事を体験することなく２年半が過ぎました。
行事自体が中止となったり、部活動もかなり制限された中で活動することと
なりました。
現在の在校生の中に、かつて練馬中学校で行われていたすべての学校行事を
経験した生徒はいません。
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そこで、練馬中学校では以前から生徒による行事の企画・運営を行ってきま
したが、それをさらに発展させていくことで生徒の満足のいく行事の運営を
行って行こうと考えました。
具体的には、実行委員会を組織し、スローガンの作成や練習計画を練るなど
行っています。
今年度は、３年生を中心として、配布されているタブレットPC を活用して
モチベーション動画の作成や、運動会に向けてのPR活動、競技における得点
の集計方法をタブレットPCを使って行うなど、コロナ禍だからこそ活用でき
るICT機器を行事に生かしてきました。
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まずは生徒の中から実行委員を選び、クラスでの運動会に向けての方針を練
ります。
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話し合いをもとに、選手決めやクラスの意向を伝え実行委員会で話し合い活
動を重ねていき、具体的にどのように取り組んでいくか方向性を決定してい
きます。
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これは、今年度の運動会のスローガンです。
一番を意味する優勝ではなく、勝ち負けにこだわらない、運動の苦手な子も
仲間と一緒に笑って取り組める、「友笑」というスローガンを作成しました。
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また、３年生はこのスローガンのイメージをデザインが得意な生徒に伝えT
シャツをデザインしました。
運動会本番では、全員がこのTシャツを着て競技に臨みました。
また、実行委員が中心となって、運動会を盛り上げようと、モチベーション
動画も作成しました。
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できないものを残念がったり、過去を振り返るよりも、何ができるか、どん
なことができるかを見つけて生徒に投げかけ、そこから生まれてくるアイデ
アをくみ取り現実化させていくことで、生徒の行事に対する達成感を高いも
のにすることができました。
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実行委員は、自分の努力が多くの人に喜ばれる感動を味わい
自分の熱い思いが周りの仲間たちの心を動かすことができるというとても貴
重な体験をすることができました。
こういった活動は、間違いなく子供たちの大きな成長へとつながったと思い
ます。
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変化の激しい現代社会では、様々な課題が見えてきます。
その中で正しい情報を選択し、教育活動を進める際にはいつも「生徒」が中
心になっている活動となれているか、考えていくことが大切だと感じていま
す。

中学校は、生徒が成長していく場でもあり、教師が成長していく場でもあり
ます。
ともに学び、ともに成長していくことができるよう、教員一同で常に研鑽し
ていきたいと思っています。
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